
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
北海道砂川市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 6 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 自治体職員 408

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 輪 80 4 498

408

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性  当院は、慢性期以外の病床機能を有し、地域セン
ター病院や地域救命救急センター、地域がん診療連携
拠点病院の他、多数の指定を受け、365日断らない救
急医療の実施や高度急性期から訪問看護、見取りなど
の在宅・予防医療まで、幅広い医療を展開し中空知医
療圏全体から患者を受け入れており、地域医療の充実
を図っております。
　また、大学病院との連携や、圏域内の医療機関、行
政、介護事業所、薬局等と連携し、地域包括ケアシス
テムの構築を推進しております。

17,565 53,186 非該当 ７：１ 408 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・「経常収支比率」、「医業収支比率」は病院改築に
伴う建物、器械備品の減価償却費が多額であることか
ら100％を下回る厳しい状況にあります。
・「累積欠損金比率」においても、同様に減価償却費
が多額であることから比率が高くなっています。
・「病床利用率」は、平均在院日数の短縮や管内人口
の減少等により、減少したところです。
・「入院患者及び外来患者１人１日当たり収益」は職
員が一丸となって増収対策を行っていることから年々
増加しており、入院においては平均値を上回っており
ます。
・「職員給与費対医業収益比率」の増加は、現行の診
療報酬に係る政策が、技術や人的サービスに再配分さ
れ医師や看護師を増員し、医療提供能力を向上させる
ことで診療単価の増加を目指す方向へ変化してきてい
ると考えられ、目まぐるしく変化する医療情勢に素早
く対応するため、医療スタッフを確保しているもので
す。
・「材料費対医業収益比率」は、高額な抗がん剤など
高度急性期医療を担う当院としては避けては通れない
問題でありますが、購入価格の見直し等により前年度
と比較し、減少しております。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

74.7当該値 96.1 94.8 90.1 94.0 93.5 当該値 90.2 88.4

53,749 53,640

76.4 75.9

平均値 103.0 101.7 99.7 98.8 98.5 平均値

49.8 48.8 54.3 当該値 77.9 75.283.9 87.2 87.2 当該値 17.2 23.5

81.2 75.7 76.1

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

45.6 41.7 45.6 38.1 42.9 平均値97.2 96.0 93.6 91.8 91.6 平均値 80.3 76.1

2. 老朽化の状況について

　当院は平成22年10月に本館が開院し、平成23年10月
には南館が開院、そして平成24年10月に立体駐車場の
供用が開始され、平成20年から進めていた改築事業が
全て終了したところです。
　また、平成22年10月開院時には医療機器の更新等も
図り、安全・安心の医療を提供できる環境を整えたと
ころです。
　①有形固定資産減価償却率、②機械備品減価償却率
が年々高い数値となっているのは、改築時に更新等
行った医療機器が耐用年数に近付いているといったと
ころです。③１床当たり有形固定資産においても高い
数値となっていますが、当院の役割から、放射線機器
をはじめとする高額な医療機器については、高度化す
る医療に対応するため計画的な投資を行っており、今
後においても計画的、効率的な投資に努めて参りま
す。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

59,159 53,447

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 14,082 14,865 13,027 13,969 14,45554,464 55,265

26.0当該値 49.7 49.6 52.4 54.9 57.6

平均値 56,653

当該値 25.5 27.2当該値 10,283 10,598 10,645 11,538 12,07455,970 56,271 27.4 27.2当該値 51,753

全体総括

平均値 25.6 26.2 24.2 25.3 25.2平均値 48.0 47.8 52.6 53.2 54.1

H26 H27 H28

　平成28年度は、患者サービスの向上等を目的として
入退院支援センターや緩和ケア病床を開設したところ
です。また、地域包括ケアシステムを推進するため、
中空知自治体病院間での医療連携ネットワークシステ
ムの運用を開始した他、医療機器整備の充実を図り、
地域センター病院、地域がん診療連携拠点病院等の役
割を果たすよう努めて参りました。
　収益では、前年度より医業収益が増加したところで
すが、費用では病院建設に係る企業債の元利償還金や
減価償却費などがあり、純利益を計上するには至りま
せんでしたが、キャッシュ・フローでは資金が増加し
ております。
　今年度策定した「砂川市立病院改革プラン（平成29
年度～平成32年度）」に基づき、地域に求められる医
療を継続して提供できるよう健全経営に努めて参りま
す。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

49,885,556 50,206,462 50,675,191

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 48,095,074 50,135,188 42,112,933 43,764,424

当該値 25.2 30.1 36.5 42.1 46.5

H28 H24 H25

当該値 47,297,093 48,636,755当該値 51.5 58.6 67.7 76.4 81.3

44,446,754平均値 59.7 56.6 62.3 61.7 66.1平均値 46.4 45.9 48.4 48.7 52.5

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

④病床利用率(％)
【74.2】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

③累積欠損金比率(％)
【63.6】

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

②医業収支比率(％)
【89.5】

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

①経常収支比率(％)
【98.4】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)

【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)

【55.2】
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【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】


